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11月 25日、広島市内で市田忠義副委員長を迎

えての大演説会が開催され、1100 人が参加しま

した。演説会では、統一地方選と参議院の候補者

が紹介されました（写真） 

演説会では市田副委員長が「安倍政権はあらゆ

る分野で大破綻している」と批判、「統一地方選

で党の躍進を勝ち取り、市民と野党の共闘の発展、

参院選での勝利を」と訴えました。 

さらに仁比聡平参議院議員が、「被災者ととも

に支援策を動かしてきた日本共産党を大きく」と

訴えました。大平喜信前衆議院議員は、演説会の司会を担当しました。 

 

 仁比聡平参議院議員は、11月 21日の参議院災害対策特別委員会にお

いて、倉敷市真備町を流れる小田川決壊問題を取り上げました。（写真） 

仁比議員の質問に対し、国は 7月 6日の午後 5時 2分には異常放流を把

握していたことを初めて明らかにしました。 

その時点での対応次第で、救える命があったことは明らかであり、政治

と行政の責任が問われています。 

この質問を視聴した倉敷市をはじめ高梁川流域の地方議員は、「大きな

災害が発生した原因が明らかになってきた。今後の運動に大きな見通しを

つけた質問だ」と語っています。 

 

「イージスアショアの配備」や「周防大島の断水の解決」

「下関の梅光学園を巡る問題」などの課題で、山口県議団、

周防大島町議の砂田雅一町議をはじめ山口県地方議員の

皆さんが、11 月 22 日上京し、関係省庁に要望を届けまし

た。（写真）交渉には、仁比聡平参議院議員、大平喜信前

衆議院議員が同席しました。 

また、倉敷市の田辺昭夫市議がＡ型作業所の大量解雇問題で厚労省に現場の声を届けました。 
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